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VOICE   Ⅰ　総論

カリキュラムの構成・・・平均4.4
　今年度受講者の「カリキュラムの構成」の満
足度は4.4と、過去12年の平均4.6を下回る結果
となった。内訳をみると「５：良い」が20名で
58.8％と最も多いものの、例年に比べて「３：
普通」の層が多かった。アンケートにおける
「（３）今後新に取り入れた方が良いと思われる
講義内容とその理由」及び「（４）コース全体に
関する質問や疑問点」を見ると、本事業のコアカ
リキュラともいえる「『野外研修』や『運動観察
（指導現場視察）』がなかったことが残念」とい
う声が複数挙げられており、今年度こうしたプロ
グラム構成が満足度に影響を与えた可能性は高い
だろう。今年度はCOVID-19感染拡大防止の観点
により、オンラインでもプログラムを展開し、前
半は集合とリモートの双方での参加可能、後半はオンラインでの実施となった。今後もオンラインで
プログラムを展開する場合は、こうしたコアカリキュラムをどのような方法で実施するか、また次年
度以降において参加の機会を設定するかなど、代替措置を検討する必要があるだろう。
　また、カリキュラムごとの満足度を個別に見ていくと、受講者による「プレゼンテーション実習」
が最も高い4.85であった。同プログラムは、プレゼンテーションのスキルを実践的に獲得できるとい
うことで、例年受講者満足度が高いものではあるが、毎年ほぼ受講者何族度が一番高い「野外研修」
等がない中で、他の受講者のキャラクターを確認する機会にもなったように見受けられる。それは、
受講者による「プレゼンテーション実習」によるコメントからもうかがえる。例えば「お互いのプレ
ゼンテーションで、お互いの活動や哲学を理解することができました。または発表スキルに対しても
相互のコメントなどがあり、より深い課題なども見つけることができました。」「受講者それぞれの
発表を聴くことで、様々な競技について学ぶことができることはもちろんのこと、自分にない視点を
学んだり、発表の仕方で良いと思う点やその方の個性も感じることができたりなど、とても勉強にな
りました。」「アカデミーの醍醐味と感じた。テーマに柔軟性もあったことから、個性がでていてど
のプレゼンもとても面白かった。オンラインではなく現場でできたらまた雰囲気も異なったと思うの
で、実際に聞きたかった。」など、プレゼン実習を通して、多くの示唆を与えられたといえよう。
　一方で、受講者の考えや知見を共有できる「アッセンブリ・アセスメント」や「ディスカッショ
ン」については、それぞれ「4.62」、「4.47」とそれほど高い評価とはならなかった。受講者から
のコメントで「講義のコマ数を埋めるのに、座
学で可能なもので補わなければならないため
か、後半につれてディスカッションが増えるな
ど、学びの低い講義も多かった」とあったが、
ディスカッションが後半に多く実施するのは例
年通りである。同プログラムは、受講者がそれ
ぞれ講師・発表者となり、他の受講者と意見交
換をして、自身の意見を磨いていく機会である
ため、前半に思考や言葉のスキルを磨き、後半
にアウトプットをしていく機会の一つとしてい
る。そのプログラムの意図が伝わるように、前
半のスキル研修の精度を上げ、後半のディス
カッションのテーマを精査していくようにした
い。
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■スケジュール（時期、期間等）・・・平均4.2
　過去12年の平均4.0を上回る4.2となった。今年度はオンラインでも実施したため、リモート参加
も可能となったことで、「このシステムがあり、３年目にしてようやく受講コマ数が獲得できたと
思います。」という意見があった。またコロナ禍ゆえに遠征や合宿が例年より少なかったことで多く
の受講者にとって参加しやすくなったようで、例年より受講率も高かった。一方で、「８週間ほぼ連
続でも講義だと、現場で実践しその振り返りをし、またアカデミーで学ぶということが難しいと感じ
た。」「開催時期がシーズン開始と重なっていたため、全ての講義への参加が難しかったです。オ
リンピックの時期等の関係もあったとは承知の上ですが、やはり冬季競技の関係者にとってこの時期
のみの開催は、競技との両立が難しいと感じました。興味のある講義に参加できないこともあったた
め、そこが残念でした。」という意見もあった。夏季オリンピックの年度は秋季に８週間ほぼ連続の
実施となってしまうため、何らかのフォローアップの方法を考えていきたい。

■料金設定について・・・平均4.1
　昨年度と同様に、受講者平均4.1だった。今
年度は宿泊が味の素ナショナルトレーニングセ
ンター・アスリートヴィレジより近隣ホテルの
利用（５週分）となり、運営側としては費用が
かかることとなった。また、受講料の支払は、
ここ数年とは異なり、受講者自身が一番多く
（41.2％）、次が所属競技団体負担（35.3％）
となった。
　なお受講者から「NCAの受講が１年で修了せ
ず、複数年度にわたった場合、受講料は毎年同
額を支払わなければならないですか。」という
質問があったが、受講料は初年度のみとなって
いる。

■総合受講満足度・・・平均4.8
　総合受講満足度は平均4.8、「５：良い」が29名と、過去12年の平均4.7と同様に高い評価をいた
だいた。前述のとおり、コロナ禍でオンライン併用の実施となり、毎年受講者評価が高く、いわゆる
「横のつながり」を深めるといわれるプログラムが展開できなかったが、受講者の皆様自身の尽力も
あって、無事に終えることができたといえるだろう。個別のコメントには「素晴らしい教育をありが
とうございました。本当に良い学びが出来ました。」「カリキュラムの組み方が秀逸で、受講しなが
ら、段階的に成長できていることを実感できた。この受講する講義の順番によって気づくことやハッ
とすることが変わっていたと考えられる。本当に素晴らしいカリキュラムだったと感じる。」、「コロ
ナ禍において非常に工夫して開催頂いているのを感じました。私達13期生はこのオンラインとのハ
イブリッド開催の形での受講しかしていないので過去の受講と比べる必要は無いと考えております。
どの様な形の開催であれ、学びの機会と気づきを与えて頂いたことには違いありません。」、「このご
時世で、研修ができたのは奇跡…ではなく、スタッフ皆さんの準備、気遣い、配慮があったからだで
す。感謝しかないです。また今回のZoom研修が今後、新しい『カタチ』としてのモデルケースとな

35.3%

2.9%

23.5%

38.2%

３：普通４：やや良い５：良い
１：悪い２：やや悪い

料金設定

85.3%

11.8%

３：普通４：やや良い５：良い
１：悪い２：やや悪い

総合受講満足度
2.9%

14.7%

38.2%20.6%

11.8%

11.8%

受講者コーチ歴

５～９年
20年以上

２～４年１年
15～19年10～14年

2.9%



ナショナルコーチアカデミー 報告書　令和２年度実施報告

45

（１）印象に残った講義名とその理由
❖オリンピック論
● クーベルタンの想いとオリンピックの本当の価
値を改めて確認することが出来た。
● 私が一番印象残ったのは、オリンピック論の來
田先生です。なぜかというと、NCAを通して
と、私自身の周りを考えても、オリンピックの
価値が昔と変わってきた危機感を感じていまし
た。そして、最後の講義でオリンピック論を受
講してオリンピックの意義と価値の偉大さを感
じることが出来たからです。特に先生の最後の
言葉で、『オリンピックの理想やクーベルタン
の言葉はきれいごとかもしれない。でも、理想
は捨てちゃダメなんだ。なぜなら、捨てた時点
で理想は永遠に来ない！』そして、コーチの理
想とオリンピックの理想は同じで、その先に自
分の教え子が20年後に街で出会った際、人とし
て誇りある人間に育っていてほしい。というこ
となんだ。と感じてオリンピックという存在は
無くならずに、人間の尊い部分の価値をあり続
けてほしい。と感じたからです。
● 全てを総括して頂き、とても納得がいきました。

❖コーチング論
● コーチング論が印象に残っています。その理由
は、それぞれの競技団体の実践例などを聞くこと
ができたからです。例えば、卓球競技ではエリー
トアカデミーの言語技術育成や栄養指導、前原さ
んからの大会会場などの整備やスポンサーとの
連携など。ラグビー競技、サッカー競技からは、
医科学サポートからのデータ収集やそれを活用し
てのフィジカルトレーニング等です。
● コーチング論では様々な立場（外国籍コーチ、協
会コーチ）における考え方や実践例を学ぶことが
でき、とても印象に残った。とはいえ、その他、
ほとんどの講義を通して、新たな知見や学びを得
ることができ、とても印象に残っている。
吉川講師
● コーチングにおいてどのような点が大事なの

か、選手にとっていかにコーチという存在と影
響が大きいのかを再認識できたため。
ガレス・ジョーンズ講師
● 選手とのコミュニケーションの取り方において
学びになる内容が多かった。
アイクマン・ジークフリード講師
● 彼の熱意とやる気の中にその国の伝統や歴史を
学ぶ姿勢そして、その中からの俳句を選手に書
かせ、その発表をさせ、日本の伝統と誇りを尊
重している姿勢、武士道からの学びを指導方法
に展開する柔軟さに感動した。
● 選手の考える力、日本文化を考慮した指導法に
感銘受けた為。

❖マネジメント論
● 岩淵氏、前原氏、水鳥氏、桝田氏、湯田氏のマ
ネジメント論が非常に印象に残りました。理由
は、講習を通してそれぞれの立場での覚悟が聞
けたからだと思います。
● NFの存在意義、使命、新しい取り組みをどの
ように実現するか、周りを取り巻くことの重要
性、現在はコーチとして活動しているが、今の
ポジションでも組織を変えていくことができる
し、そのために発信していかなければいけない
という決意を抱くことができた。
● 失敗又は低迷からの成功例は、我がNFにも可
能性を感じることができ、是非試してみたいと
思ったからです。
● マネジメント論では各競技団体の取り組みにつ
いて講義いただいたが、その団体も一朝一夕で
成し遂げたものではなく、長期的に、組織の課
題に対して真摯に向き合って、大きく改革をし
ていることがわかった。

ることを期待している。」等、多くの受講者の
方にコロナ禍での実施を前向きに受け止めてい
ただいたことに感謝している。今後は、オンラ
インでの実施の継続やオンデマンドでの一部実
施などを検討するとともに、対面で実施できる
場合は集まれる機会に感謝し、より充実したプ
ログラムの企画・実施に尽力をしていきたい。
また今年度受講者には、今年度実施できなかっ
たプログラムについて学べる機会を提供してい
きたい。
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● 印象に残っている講義は「マネジメント論」で
す。その理由は、自分自身にマネジメントに関
する知識、考え、経験が少ないため講師の先生
方お一人おひとりの話がとても新鮮で興味深
かったからです。現在はNFに所属を置き、日々
を過ごしていく中で、「協会をより良くしてい
きたい」という思いを抱いています。協会内部
で働いてみると「今の状態では良くない」と感
じることが多くあるのですが、具体的に何が悪
くてどのように改善するべきなのかが見えてい
ない状況です。そのような中で、先生方の実例
を元にした話から、競技団体の発展や、より良
い方向へと進めていくためにどのように力を尽
くされているかが聞けて、自競技団体と全てが
重なるわけではないですが具体的なイメージが
湧き、自分自身のモチベーションを高めること
ができました。今の自分自身にできることは何
か、ということを考えながら実践していくこと
が重要であると感じます。一つひとつにはなる
と思いますが、自分自身の現状や競技団体の現
状に向き合って進めていきたいと感じました。

● 卓球・ラグビー界において、どのように日本
チームのレベルアップを図っていったのか、具
体的な考え方や取り組みを学べたため。また、
競技力向上と同時に心の育成も大事だという点
を再認識できたため。

前原講師
● 普段のものの見え方、感じ方がとても衝撃で
あった。私もその感性を勉強したく、「視野」
を広げたい。現場のコーチだけでは得られない
観点であった。

● より具体的でまとまっていたため。
● 理由は、前原さんのような人になりたいと思っ
たからです。よりよくする、理想に向かい現場
主体で現実主義の姿勢に自分の将来像の輪郭が
うっすら見えたような気持ちになりました。

● 卓球協会の取り組みに対し現場の生の声がリア
ルに聞けると共に自競技への取り込み方も考え
させられた。

● 前原さんのマネジメント論を昨年聞いた時にか
なり踏み込んだ内容まで聞けましたが、今年の
１回目のマネジメント論を聞いた評価表にあの
話を聞きたいとリクエストを記載したら翌週に
すぐ組み込んでくださったのが印象的でした。
運営サイドが私達の意見を受け止めてくれてい
ることを実感し、より温かみを感じました。

岩渕講師
● 成功の裏話を具体的にお聞きできて胸を打つも
のがあった。

水鳥講師
● 動作の習得にまつわるコツの感覚やイメージト
レーニングについてなど、自分たちの競技にも
通ずる内容をオリンピック選手から実際に聞く
ことができてコーチングに活かしたいと感じら
れる内容だった。

● アナロジー思考の実践、体操連盟での改革実践
に感銘を受けた。

久木留講師
● ハイパフォーマンスにおける最前線の考え方に
感銘を受けた。

湯田講師
● ソチ以降のスピードスケート界の改革について
感銘を受け、参考になった。

❖医・科学サポート論
コンディショニング～杉田講師
● 自分が携わっている分野に大きく関わっている
ことと、現場で実践できる知識が学べたため。
● 睡眠や暑熱、栄養など今日からでも取り組んで
みよう、選手に伝えようという内容が豊富で１
番充実した講義と感じた。

❖スポーツ情報戦略
渡辺講師
● 情報戦略でわかりやすく、自競技に落とし込め
そうだから。

❖言語技術
● 思考をロジカルに言語化することは指導者のス
キルに必要。選手との会話、自競技、他競技の
方との会話や、ディスカッションの際にも十分
に必要なスキルである。また、今後、英語を勉
強する際にも考え方、構造化の基本となる。
● 今までこういった講義ははじめてでコーチング
やコミュニケーションの土台になる講義であっ
た。
● 論理的な思考や明確に伝える技術を養う方法を
具体的にご指導いただき、コーチングのスキル
とアスリートの競技力向上に役立つものである
と感じたため。
● 相手への伝え方及び同じ認識を持つことで効率
的に指導でき、質の高い技術を習得できた。
● 講義により、日本においていかに曖昧な言葉を
用いられることが多いか、そして明確な言葉を
使うことでどれだけ情報の伝わり方が変わるか
を実感できたため。

❖トップスポーツ論
● HPSC、JOCの役割や、スポーツに対する情
熱、自競技に対する追求について深く考えさせ
られた。

❖コーチング実践
● 最高のアウトプット満載の時間であった。
● コーチングの講義の話の中で納得いくことが多
かった
● NFのトップから直接、成功の過程を学ぶことが
出来た。

❖特別講義「感染症の歴史」
● 今後、身に付けておかなければならない知識、
情報のきっかけになりました。専門家に任せっ
きりにならずにとても身近に感じないといけな
いことだと感じました。

❖スポーツマーケティング
● スポーツ市場の変化や可能性について話された
内容に衝撃を受け、これからの競技普及や存続
のために最も時間と労力を掛け取り組まなけれ
ばならないものだと思ったから。
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❖武道体験
● 「日本人らしさ」をどれだけ有効に活用できる
かといった「身体文化論」はたいへん興味深い
ものであった。また「臍下丹田」には私も興味
があり、５年前からバドミントンのフットワー
クに活かしたいと考え実践していたこともあ
り、大変印象に残った講義であった。

❖情報交換会
● 実際の立食会について意見を出し合い、多角的
な視点から物事をみた。先生のどの意見も否定
せず肯定する姿勢が印象深かった。

❖ジェンダー論
● 理由は、私は今まで周りに居ないと思っていた
が言えないっていう現状も考えられることを知
りました。多様性を認められ求められ始めてい
る現代には、必ず身近な問題として向き合わな
いといけないと感じました。

❖ディベート
● 議題についての情報収集や初めてチームをつ
くっての戦略作りなど、そのやりとりが印象的
だった。
● これまでディベートを行ったことがなかった
が、ディベートを行うにあたって、十分な知識
が必要であり、それらを説得力をもって伝える
ということが非常に難しく、普段から様々なこ
とに興味を持ち知識を増やさなければならない
と気づかされたため。

❖ディスカッション
● 今回はコロナの影響で非常にディスカッション
が多かったです。講義に物足りなさを感じつつ
も、仲間達とのディスカッションがより深い
生々しいものを交換できたことはとても印象深
かったです。

❖アッセンブリ
● 前原ディレクターの感性や考え方に触れて感銘
受けたため。

❖全体
● 一つをあげることは難しいです。受講前にプロ
グラムを拝見し、オリンピック論は大変興味が
ありましたので、講義を受けることに満足しま
したが、講義内容からたくさんヒントを得るこ
とができました。また、マネジメント論、特に
久木留先生、田嶋先生、前原ディレクターの講
義、その他、トップスポーツ論、仕事の設計力
向上、会議マネジメント、言語技術、コーチン
グ・コミュニケーション、スポーツと法、情報
戦略、ディベートは印象的でした。理由として
は、やはり自分ごととして捉え、今の役割に
必要な要素がかなり詰まった講義だったからで
す。研修期間中、学んだことが並行して実務に
繋がり、学びを生かすことで自分自身の変化を
感じることができました。今後は習慣になるよ
う繰り返し活用したいです。

● 冒頭の田嶋さんの挨拶の熱量がすごくて、いきな
り感極まってしまいました。 コーチング論、マネ
ジメント論は具体的な取り組み、指導者の観点と
哲学を学ぶことができ非常に参考になりました。
● どの講義もよかったのですが、一番は他団体の
みなさんとコミュニケーションとれた、ディス
カッションやアッセンブリでした。横のつなが
りや、団体ごとでの取り組み、またコロナ禍で
の遠征や大会開催等、今現在の状況を知れるこ
とになったため。

（２） アカデミー期間中に、ご自身が実践
したカリキュラムとその効果

❖オリンピック論
● 今まで抽象的にしか理解していなかったクーベ
ルタンの考え方について、大学指導現場で例え
話として引用したところ、メンバーでない選手
のモチベーションに良い影響がありました。

❖医・科学サポート論
栄養～木村講師
● 木村典代先生の講義であった「受け身に慣れて
いるジュニア選手」への指導を参考に既に実践
に向けて取り組み始めました。コロナ禍の状況
なので今、出来ることとして想像力を働かせて
準備を進めようと考えております。

❖言語技術
● アカデミー期間中すぐに実践できるものとし
て、言語技術に取り組みました。 最初に結論を
言う、という点を意識するだけでも聴き手への
伝わり方が変わり、選手とのコミュニケーショ
ンや会議での発言の伝わり方が向上しました。
● 言語技術での相手への話しかけ方など、相手の
気持ちを汲んでまた、相手が話しやすいよう
オープンクエスチョンやクローズクエスチョン
を使い話すように心がけた。
● 言語技術を活用したコーチングを行った結果、
意識的ではあるが選手側の考えるという行動が
出始めた様に感じた。また、私自身も思考を深
めて対応しようという行動が出てきた。
● 言語技術などで出た、伝え方などを意識して選
手と関わった。
● 指導の現場では、ユース選手への指導時に質問
方法の「クローズドクエスチョン」や「過去質
問」などを使って選手自身に考えさせることを
合宿時に実践した。まだなかなかうまくはいか
ないが、漠然とした質問よりは会話が続くと感
じた。
● 日常的に人と会話をする中で、言語技術の講義で
学んだことを活用して話をできるように努めまし
た。正直、うまく活用できているとは言えない状
況ですが、良い効果としては、自分自身がどのよ
うなことを考え、何に対して疑問を持っているの
か、などを考えられるようになってきた気がしま
す。まずは講義の内容をしっかりと振り返りたい
と思います。その上で自分自身の頭の中を整理し
て思考を深め、他人と話をできるように今後も継
続していきたいと思います。
● 言語技術を使って文章作成し、端的かつ正確さ
を意識できました。
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❖マネジメント論
久木留講師
● 効果：所属チームにおいて目標・目的の見える
化を行い、チーム全体の意識が高まった。

❖プレゼンテーション実践
● アカデミー期間中に１時間のトークショーの仕
事があり、そこではプレゼンテーション実践で
学んだ伝え方を活用してみた。原稿読みせず、
背伸びしないで自分の言葉で伝えることを軸と
するようにし、視聴者からはテーマの選択や伝
え方など良かったと反響があったので少なから
ず効果はあったように感じる。

❖オンラインコーチング
● 効果：Zoomを活用したミーティングを行い、
コミュニケーションが円滑にできた。

❖外国籍コーチプレゼン
● Mr.アイクマンが実践した、俳句をその週末に、
学生合宿で実践しました。 選手はビックリして
いましたが、みんな書いて、翌日、面白かった
人にお菓子をプレゼントしました。また、書き
たいという選手もいて、射撃だけの練習ではな
く、頭を使う？考える？ことの大事さを取り入
れてみました。今後も継続して実践して効果を
見ていきたいと思います。

❖グループダイナミクス論
● 山田先生のシェアドリーダーシップを実践しま
した。今までは指導者から選手のベクトルだけ
だったのが、選手自身が他の選手とのコミュニ
ケーションをとって考える力が身につくと感じ
ました。ブラッシュアップして今後の指導に役
立てたいと思っています。

❖メディア論
● 今回の勉強内容が選手たちへのインタビューの
対策として、現場では効果があるように感じま
した。

❖会議マネジメント
● 強化マネジメント会議で時間短縮につながっ
た。

❖インテグリティ教育
● 期間中にU18の合宿があり、インテグリティ
教育を実践した。選手達は真剣に取り組んでく
れ、最後の決意表明でも素晴らしい内容が見受
けられた。

● 自分自身の考えを前に進めることが出来、10年
間の胸のつかえが取れました。体操界に与える
影響は大きいと思います。

❖ディスカッション
● ディスカッションを通して、自分の話に論拠が
あまりないことに気がついたのでチーム内の
ミーティング時において、エビデンスを準備し

た上で話をする癖をつけました。 効果はまだ実
感していませんが、自身が提案したものに対し
て周囲のメンバーの納得を得られるようにして
いきたいと思います。

❖全体
● ①物事を言語化して伝える、②前原流の視点で
試合の視察にいく、③自競技のマネジメントに
ついて初歩段階として興味が湧いた。
● 言語技術とコーチング →選手がより耳を傾けて
くれるようになった。
● 医科学サポート全般の新しい知識と言語技術、
また個人競技種目の指導者の選手に対する寄り
添い方。及び強化策としての外国文化と日本文
化の融合。
● コミュニケーション。一番身近ですぐに実行で
きる。コーチからのコミュニケーションはやは
り選手は意識していると思うので気をつけなが
ら実施していく。
● 言語技術とZoomミーティングです。選手から
も明快で時間を効率的に使用することができ、
テーマもインプットできるため非常に好評でし
た。
● 言語技術とコーチング・コミュニケーション、
医科学サポート論（効果：日々の指導におい
て、コーチングのスキルのなさに気づいた。パ
ラグラフを意識した説明や質問を重視したコー
チングを実践。まだまだ効果があると言い難い
が、選手の質問、発言も増え、練習の中身を
自ら考え取り組むような姿勢が見られるように
なった。また、医科学サポート論で学んだディ
トレーニングの実践、睡眠改善の実践など取り
組んだ。
● 筆記や発表が苦手でしたが、講義を通して方法
や型を学び、皆さんの前で話す経験を通して、
試験の筆記、発表では腹を括って挑めました。
● 様々なアプリや機器・オンライン機能等の活用
を、指導現場に積極的に取り入れた。特に Hudl 
Techniqueを用いた動作分析は、選手たちの
フットワークやストローク改善にも役立ってい
る。現時点では初歩的な機能しか使いこなせ
ていないが、今後スキルアップを図っていきた
い。
● 私が実践したことは、初めに言われたOPEN 
MINDを持って、言語技術の主語と結論から述
べて理由を加えることを意識していました。そ
して、プレゼン実習では、ディベートの論理的
に考えることで相手に分かりやすく伝える内容
を考えました。それらの結果、自分の頭の中で
整理出来るようになったこと、理由と根拠のあ
る意見を考えるようになりました。曖昧なこと
を発しないことができました。
● 断定的ではないのですが、英語を含めて全てで
す。相手がどう感じたか？や、どうなったか？
という効果ではなく、自分自身が円滑に役割を
実践することができました。オンライン会議の
進め方、ノート（板書）の取り方、言語技術を
生かしたコミュニケーションは、期間中大いに
利用させていただきました。今後現場でも実践
することで、効果を感じ取りたいと期待してい
ます。
● マネジメント論で学んだ取り組みを参考に計画を
立てました。 コロナ対策も参考になりました。
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● １番はトライ＆エラーです。 コロナ禍で夜の
飲みニケーションができない中、ZoomやLINE
などを駆使してNCAの絆を深めることを試みま
した。「若造が調子にのって」と思われること
もあったかと思いますが、挫けず様々な企画の
提案を行ってみてよかったと思います。LINE
グループでは今年オンライン研修の参加者もい
ながらでしたが、皆さんに自分事として参加を
促していただき、48名のビックグループになり
ました。今でも現況や情報の共有場となってお
り、賑わっています。Zoomミーティングや弊
社クラブへの見学とフリースタイルスキーのト
ランポリン実習なども企画でき非常に有意義な
時間となりました。 また、プレゼンテーショ
ンの講義の際にプレゼンはプレゼントと学んだ
ことが印象的でプレゼン試験の時はそれを深堀
して内容を作成いたしました。どんな内容なら
相手が受け取り易いか、どんなサイズなら相手
が受け取り易いかを考え、笑顔を題材にさせて
いただいた次第です。対面ではなかったので、
みなさんの反応をダイレクトで感じることはで
きませんでしたが、みなさんから笑顔で感想を
言って頂けたのでみなさんにプレゼントを受け
取っていただく目標は達成できたのではないか
と思い、感謝しております。
● 本アカデミーを通して、選手とのコミュニケー
ションについての学びを週末の現場に帰って実
践することが多かった。特に選手の考えを深め
るための取り組みとして「質問」「言語技術」
をテーマとして実践し、漠然としていた選手た
ちの考えを「可視化」することで、より課題や
試合前の不安に対して対応することができた。
また取り組んでいる活動や所属チームをマネジ
メントの観点から見直し、強化戦略を練り直す
ことができた。

（３） 今後新たに取り入れた方が良いと思
われる講義内容とその理由

【新規】
● 新体操では「４スタンス理論」を学びタイプに
よって声のかけ方を変えていますが、人それぞ
れに動きやすい身体の使い方があるので、指導
する上でタイプによって動きやすい使い方を
知った方がどの競技でもより選手の能力を伸ば
すことができると思う為
● 私は、ジュニアの親御さんに対する対応と考え
方を講義に入れてもらえると、より実践で活か
せると思いました。なぜなら、モンスターペア
レンツが増えていることと少子化の両方がある
中で、子供がお客様にならないようにナショナ
ルコーチとしての役割をもっと話し合う機会が
あればと思いました。民間のクラブのコーチは
経営を最優先にするのは致し方ない部分がある
と思います。だからこそ、NCAでナショナル
コーチにしか出来ないことを情報共有と意見交
換は、大事だと考えます。
● プログラミング教育　人間学
● マナー講習や話し方講座は私も以前個人的にセ
ミナーを受講したことがありますが、コーチン
グに非常にプラスになりました。コーチとして
相手の印象をうまく掴み、緊張感、信頼、情報
収集等様々な面で役立つと思います。また話の
能力が向上することによって、相手に伝えたい
情報を端的に受け取り易くすることで、人間関

係も良好になり、選手とコーチの距離感を縮め
ることもできると思います。また、どんな話を
聞きたいかよりもどんな人の話を聞きたいかの
ロジックを理解することにより、コーチの人間
性を高めるきっかけになると思います。
● オリンピックメダリストの方が受講されていた
のでメダル獲得話を授業の１コマとして聞いて
みたかったです！ 理由としては色々な種目の
メダリストの方の話を同時に聞けることによっ
て私自身のモチベーションがさらに高まると思
いました。
● トップアスリートの講話　理由：アスリートの
目線から何を考えるか知りたい。
● 全員参加の宿泊型アクティビティ。
● 歴史など過去を学ぶことに興味があります。特
に昔の戦い方や古文などから、得られるヒント
は多くあると思うからです。また、宇宙飛行士
関連については、訓練などを学び、チームビル
ディングや強化に行かせることがあると、過去
に講義を受けて感じました。

【継続】
● 英語での授業及びテスト
● コーチング論やマネジメント論を多く取り入れ
ていくべきだと思います。

　 あと、情報交換会などの時間は何時間あっても
足りないくらい色々話を聞きたいいと思いまし
た。
● 医科学サポート論/コンディショニング（理由：
これまで指導現場において、選手のコンディ
ションの良し悪しを図るうえでコーチの見た目
や選手の感覚に頼るほかなかったが、より確か
な根拠を得るために医科学的検証、データによ
る可視化が選手のパフォーマンスを向上させ
る。

【現状のアレンジ・テーマの追加】
● 現在、「フェンシングのコーチ」というものを
仕事にして生きていますが、正直先が見えない
部分が少なくない状況で、不安な部分もありま
す。このような仕事を続けていく上での、アド
バイスとなるような講義が１コマでもあると、
若手としてはありがたいと思います。
● 女性指導者が活躍するための取り組みや課題、
実践例など。現在、女性指導者が参画できるよ
う様々な動きがあるが、現実的に競技団体間で
もその温度差が大きいと感じる。まずはなぜ女
性指導者が必要なのか、そのために何が必要な
のか、そうした概念的なものも含めて、理解を
することが必要であると考えるため。
● コーチング論やマネジメント論で強い伝統種目
のみではなくマイナースポーツの取り組みを紹
介いただけたら多様性の面からもNCAの趣旨に
合うかと感じました。
● テーマに応じた受講生間のディスカッション
　本アカデミーでも話し合いの場は多く持たれた
が、時間が短いと感じた。受講生たちの気づき
や学び、持論を含めて、もっと意見を交わして
みたかったため。
● １分間スピーチ（一日２～３名で毎回）
● 記者会見実習
● 会議実習（リアル、リモート）
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● 組織の全体図や組織の内情、地位役割など、組
織のあり方。

● 経営、ビジネス、スポンサーに関連する講義。
理由は、東京五輪後、助成金のカットなど、自
競技運営が求められるためです。

● 普及をテーマにした講義　理由：今後のスポー
ツ界の大きなテーマになると思うため

● オリンピアンの実体験の講義
→オリンピック未経験の団体なので、オリンピッ
クの舞台と国際大会ではどのような違いがあっ
たか、シーンごとにどんな感情になるか、期間
中の動線やメダル獲得後などオリンピックを中
心とした話を実際に体験した方から聞きたい。

● 世会最高峰のIOCの組織や、IOCからの各競技
に対しての指摘などが知れたら良いと思いまし
た。なぜなら、私達ウエイトリフティング競技
は、ドーピング問題でオリンピック正式種目か
ら除外される懸念を持っているからです。IOC
の活動についても充分に学びたいと感じます。

● アスリート委員会に関する考え方
　現在自競技団体においてアスリート委員会設置
に関する議論がなされているのですが、アス
リートと競技団体運営側の距離感の取り方が難
しいと感じているため、そのような講義がある
と良いと考えます。

● 現場の悩みなどを同じコーチという立場の人と
ディスカッションする機会（発表なし）。

【今年度実施できなかったプログラム】
● 野外活動　理由：自らが頭と体を動かし問題を
解決していく、チームビルディングに活用でき
る具体的な案を知りたい。

● コロナがなければ出来たはずだが、競技の見学。
● 実際に指導している現場の見学。
→指導理論を述べるのは簡単だが、実際に指導者
がどのようなタイミングでどのような指導・
コーチングを行っているのかなど見て学びたい
と感じた。

● コロナ禍だったからその授業がなかっただけな
のかもしれませんが、他競技の合宿の視察が
あったら良いと思います。なぜならば、実際に
自分の目で現場を見ると、より勉強になると思
うからです。

【その他】
● 研修室の掃除
● ハイブリットの受講方法では、今は、限界があ
ると思います。来年度以降もコロナ過であって
も継続して14期生の育成をお願いします。

● 非公式でも良いが他競技での同期の指導方法を
何競技か観て参考にさせてもらいたい。

● 講義ではありませんが、パラリンピックの指導
者も一緒に受けられるといいと思いましたし、
パラ競技を指導しているコーチの方の講義が聞
きたいと思いました。

（４）コース全体に関する質問や疑問点
（プログラム）
● コーチング実践はおそらく１回でいいのかなと
思います。他は特にありません。

● 英語講義は必要ない。理由は、言語は簡単に身

につかないからです。
● ECC英会話など個人的に英語の勉強をしている
ので、非常にありがたい講義ではありましたが
NCAで行う必要性については疑問を感じまし
た。競技によっては全く必要のない競技もある
のではないでしょうか？
● 良く練られたコース内容で、この仕組みの構成
はどこから生み出されたものか？　また、講師
の手配はどのようにされたのか？　とても気に
なりました。大変価値ある質の高いコースでし
た。
● 過去の受講者から他競技の練習視察や他会場へ
移動しての実習等聞いておりましたが、今回の
コロナ禍の状況では開催できないのは承知の上
です。コーチング実践等、同内容での講義が多
かったのは感じました。
● ケースメソッドの終わり方の意図がわかりませ
んでした。

（運営）
● 質問の時間がない場合の問い合わせ先。
● 数名の講師で資料配布がなかった場合の対応策。
● 課目においては資料の配布がなかった講義があ
りました。とても興味のあるものばかりだった
ので、今後NTCと調整し、レコーディングした
内容を確認させていただきたい。
● NCAの受講が１年で修了せず、複数年度にわ
たった場合、受講料は毎年同額を支払わなけれ
ばならないですか。
● 実際、今回は座学が多く様々なカリキュラムが
変更されたとともに、オンラインとハイブリッ
トという形式だったが、コストは例年と比べて
どのような変化があったのか。

（特にない＋α）
● 多くの講義がリモートでも不自由を感じること
なく、受講することができました。
● 特にありません。様々な競技の先生方とお会い
できてよかったです。
● 特にないです。コロナ禍でこのような講習が受
けられて本当に良かったです。
● このコロナ禍での運営は本当に大変だったと思
います。特にありません。
● 特になし、今回初の試みのハイブリッド式でし
たので。

（５）その他、所感
❖実施方法（オンライン）
● このご時世で、研修ができたのは奇跡…ではな
く、スタッフ皆さんの準備、気遣い、配慮が
あったからだです。感謝しかないです。また今
回のZoom研修が今後、新しい「カタチ」とし
てのモデルケースとなることを期待している。
● とても学びと気付きが生まれた自分の武器にし
たい、スタンダードにしていきたい。

　プレゼンも最後は緊張せずにできた、自分の弱
みや強みが認識できた。
● オンラインで受講させていただきました。この
システムがあり、３年目にしてようやく授業コ
マ数が獲得できたと思います。オンラインのご
準備は私の想像を超える難しさがあったと思い



ナショナルコーチアカデミー 報告書　令和２年度実施報告

51

ます。本当に感謝しております。
● 今後、オンライン講習会などを視野に入れるな
ら、研修室の設備を新しくしたほうがいいかも
しれません。
● アカデミーのハイブリットは、先生自体も初め
ての方が多く、オンラインの生徒が蔑ろにされ
てしまう場面も多く感じた。しかし、運営側の
努力や準備が現場では垣間見えて、本当に今年
度こういったかたちで実施していただいて感謝
しています。

❖プログラム
（時期・期間）
● ８週間ほぼ連続で講義だと、現場で実践し、そ
の振り返りをし、またアカデミーで学ぶという
ことが難しいと感じた。８週のプログラムであ
れば、月に２週ずつを４ヶ月に渡り行うといっ
たスパンであれば、学んだことをよりタイム
リーに現場で実践し、またフィードバックし
て、講義でさらに学ぶことができるのではと思
いました。
● 開催時期がシーズン開始と重なっていたため、
全ての講義への参加が難しかったです。オリン
ピックの時期等の関係もあったとは承知の上で
すが、やはり冬季競技の関係者にとってこの時
期のみの開催は、競技との両立が難しいと感じ
ました。興味のある講義に参加できないことも
あったため、そこが残念でした。

（内容）
● 本当に現場に必要なことをもっと精査して、もっ
と横のつながりをとれる、ディスカッションの時
間が必要だと思いました。困っている人、悩ん
でいる人が多くいるように思えました。休み時
間や短時間の話し合いではなく、みんなでもっ
と深く話し合い、解決の糸口を見つけられるよ
うな場があればと…。
● 講義のコマ数を埋めるのに、座学で可能なもの
で補わなければならないためか、後半に連れて
ディスカッションが増えるなど、学びの低い講
義も多かったように感じる。
　ディスカッション、コーチング実践に関しては
２回実施されたが、現場からオンラインになっ
たことや初回よりさらに深い知識を持ったうえ
でのぞむというよりは、ただ課題の提示と実践
のみで、２度目はどちらも質が低下したように
感じた。
● インプットとアウトプットがバランス良くでき
て深い学びとなりました。
● カリキュラムの組み方が秀逸で、受講しなが
ら、段階的に成長できていることを実感でき
た。この受講する講義の順番によって気づくこ

とやハッとすることが変わっていたと考えられ
る。本当に素晴らしいカリキュラムだったと感
じる。

❖感想
● 様々な点で気を使っていただきありがとうござ
いました。
● 素晴らしい教育をありがとうございました。本
当に良い学びが出来ました。
● コロナウイルス感染防止の観点から、様々なカ
リキュラムが実施できなかったと思いますが、
不足感は全くなく、非常に充実した時間を過ご
させていただきました。スタッフの皆さんには
本当に感謝いたします。ありがとうございまし
た。
● たくさんの気付きや学びがありました。ありが
とうございました！
● 開催していただけたことに心より感謝いたしま
す。「飲みに行くな」と一言もおっしゃらな
かったメッセージがとても頼もしかったです。
ありがとうございました。
● このナショナルアカデミーでは、日頃、深く考
えることがなかった、マネジメントや言語技術
などを細かくかみ砕き、指導していただきまし
た。指導者が、より充実した選手育成ができる
カリキュラムが豊富だったので、今後の指導に
活用していきます。
● 授業や同期の仲間からの学びは非常に多く、自
分自身と向き合うことも出来た大変有意義な時
間になりました。
● 今後も質を保ち、さらに上を目指したアカデ
ミーになることを期待しております。
● コロナ禍において非常に工夫して開催頂いてい
るのを感じました。私達13期生はこのオンラ
インとのハイブリッド開催の形での受講しかし
ていないので過去の受講と比べる必要はないと
考えております。どの様な形の開催であれ、学
びの機会と気づきを与えて頂いたことには違い
ありません。講義内容はコーチングの場におい
て実践的かつ必要な物ばかりなのですが、コー
チング論やマネジメント論で一流の現場で講師
の方が人生をかけて全力で取り組む姿勢を非常
に強く感じました。私は今期のメンバーで受講
できたことに感謝しております。そして何より
毎回楽しんで受講することができました。前原
ディレクターには要所々々でお声掛け頂いて感
謝しております。伊藤さん、スタッフの方々に
も大変お世話になりました。改めて御礼申し上
げます。
● 運営スタッフ 、皆様ありがとうございました。
● 非常に楽しい２カ月間でした。大きな学びと仲
間の場を提供くださったことに大変感謝してお
ります。


